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序文

財団法人千葉県教育振興財団（文化財センター）は、埋蔵文化財

の調在研究、文化財保護思想の涵養と普及などを主な目的として昭

和49年に設立され、以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その

成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県教育振興財団調在報告第612集として、国土交

通省の首都圏中央連絡自動車道建設事業（千葉県下総地区ほか）に

伴って実施した成田市名木馬場遺跡・名木的場台遺跡の発掘調査報

告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、縄文時代の遺物や、奈良• 平安時代の遺物が出土

しております。また、隣接する古墳に樹立されたと思われる埴輪片

が出土しており、この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られて

おります。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また地域の歴史解

明の資料として広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

をはじめとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御

苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成21年2月

財団法人 千葉県教育振興財団

理事長福島義弘



凡例

1 本書は、国土交通省による首都圏中央連絡自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調壺報告書である。

2 調査は「名木馬場遺跡・名木馬場古墳群、名木的場台遺跡」で実施したが、調査範囲が名木馬場古墳

群の直接の遺構範囲に及ばなかったので、「名木馬場遺跡・名木的場台遺跡」として報告する。

3 本書に収録した遺跡は下記の通りである。

1 名木馬場遺跡 341-0ll 

香取郡下総町（現成田市）名木字熊山ll84-lほか

2 名木的場台遺跡 341-ll2 

香取郡下総町（現成田市）名木字川子山410-1ほか

4 発掘調査から報告書作成に至る業務は、国土交通省関東地方整備局の委託を受け、（財）千業県教育

振興財団が実施した。

5 発掘調査及び整理作業の経緯と組織・担当者は第 1章に記載した。

6 本編の執筆は、主席研究員兼副所長相京邦彦が担当した。

7 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁教育振典部文化財課、下総町教育委員会（現成

田市）、成田市教育委員会、国土交通省常総国道事務所の御指導• 御協力を得た。

8 本編で使用した地形図は、下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1/50,000地形図「佐原」 (NI-54-19-9) 

「成田」 (NI-54-19-10)

第2図 下総町役場 1/2,500地形図「下総町全図」（平成10年 3月作成）を編集

第3図 国土地理院 1/25,000地形図「新東京国際空港」 (NI-54-19-10-1)

「佐原西部」 (NI-54-19-9-2)

9 周辺地形航空写真は、京葉測量株式会社による昭和56年撮影のものを使用した。

10 本書で使用した図面の方位はすべて座標北である。測量値については日本測地系を使用した。

ll 本書で使用した遺構番号は、調究時の番号を踏襲したが、一部整理作業時に付与したものもある。図

面等におけるスクリーントーン及び記号等の用例は本文中に掲載した。須恵器は断面に墨入れをした。

赤彩はスクリーントーン (No.1208)で表示した。

12 遺物の色調については、農林水産省・（財）日本色彩研究所監修、日本色研事業株式会社発行「新版

標準士色帖」 1988年掲載の用語を使用した。

13 本編で使用した遺構の略称は以下のとおりである。

SI: 住居 SM: 古墳・ 塚 SD: 溝 SK: 土坑
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第 1章はじめに

第 1節調究に至る経緯（第 1・2図、第 1表、図版 1)

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、都心から半径およそ40km-60kmの位置に計画された延長約300

kmに及ぶ環状の高規格幹線道路である。横浜、厚木、八王子、川越、つくば、成田、木更津などの都市を

連絡し、東京湾アクアライン、東京外かく環状道路などと一体となって首都圏の広域的な幹線道路網を形

成する首都圏 3環状道路の、一番外側に位置する環状道路である。

茨城県稲敷市から利根川を渡り、神崎IC(仮称）で一般国道356号線と接続した後に下総台地に入り、

大栄JCT(仮称）で東関東自動車道（水戸線）につながる約10.7kmの区画が平成 4年度に事業化された。

大栄ICからは新東京国際空港の東側を通り、すでに開通している千葉東金道路 (II期）から、東金市、

大網白里町、茂原市を経由して木更津へ至り、東京湾アクアラインヘと続く、千葉県を南北に横断する高

規格幹線道路である。

その用地内には数多くの遺跡が所在することから、その取扱いについて、千葉県教育委員会と国土交通

省との間で慎重な協議が重ねられた。その結果、現状保存が困難な部分については、やむを得ず発掘調査

による記録保存の措置を講ずることになり、神崎IC(仮称）・大栄JCT(仮称）間については、国土交通

省（関東地方整備局常総国道事務所）から委託を受け、（財）千葉県教育振興財団が発掘調査を実施する

ことになった。

発掘作業

平成17年度

名木馬場遺跡

期間 平成17年11月7日～平成18年3月6B

組織 調査部長矢戸三男

東部調査事務所長 鈴木定明

担当職員 主席研究貝兼副所長池田大助上席研究員 糸川道行

内容 発掘作業対象面積 7,700面

確認調査上層 1,090面/7,700面

本調査上層 350面・塚 l基

名木的場台遺跡

調査期間平成17年11月1日～平成17年11月4日

平成18年 3月1日～平成18年3月3日

組織 調査部長矢戸三男

東部調査事務所長鈴木定明

担当職員 主席研究員兼副所長池田大助上席研究員 糸川道行
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図版1
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図版2 名木馬場辿跡
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名木馬場辿跡 図版3



図版4 名木馬場辿跡
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図版8 名木馬場辿跡
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名木的場台辿跡 図版9
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図版10 名木的場台辿跡
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所ふ収り遺が跡名な 所ふ り在がな地 コー ド

市町村
北緯 束経 調査期間 調査面積 調査原因

遺跡番号

名な木ぎ馬"場"遺跡 な成り田た市名な木ぎ字熊くまや山ま 341 011 35度 140度 20051107- 7,700rrl 道路建設に伴う

1184-1ほか 52分 23分 20060306 埋蔵文化財調査

37秒 16秒

名，，木ぎま的と場ばだ台い遺跡 ，，成り田た市名な木ぎ字か川わ子こや山ま 341 012 35度 140度 20051101- 1,580rri 

410-11ま力‘ 52分 23分 20051104 

29秒 19秒 20060306-

20060323 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

名木馬場遺跡 墓域 縄文時代 縄文土器、弥生土器、土師器、 調査区外から続く媛宮古

集落 弥生時代 須恵器、埴輪、銭貨 墳の墳丘範囲と推定され

古墳時代 る部分を調査したが、調

近 世 塚 1基、土嬰2条、溝5 査区内からは古墳の遺構

条 は確認されなかった。し

かし、埴輪片が出土し近

くに埴輪を持つ古墳の所

在が推定される。近世の

塚と溝跡を調査した。

名木的場台遺跡 集 落 縄文時代 縄文土器、土師器 奈良•平安時代の住居跡

古墳時代 と士坑の一部を検出し

奈良•平安時代 奈良•平安時代竪穴住居 た。集落の最西部に位置

跡 1基 している。

土城 l基

要 約 名木馬場遺跡

C・E区以外からの遺構の検出はない。 C区からは近世の溝が検出された。また、埴輪片が出土し近くに埴輪

を持つ古墳の所在が推定される。 D区では媛宮古墳の前方部の一部が検出されると期待したが (SM-001)遺構

は確認されなかった。 E区には円墳と思われる高まりが所在していたが．古墳としての痕跡は確認されなかった

(SM-002)。また．近世の塚 (SM-003)が調査された。遺物はグリットから出土し．縄文時代早期の三戸式

の破片と弥生時代後期から古墳時代前期の土器であった。他に土製土至と近世の内耳鍋が出土したが．遺構か

らの出土ではない。

名木的場台遺跡

2地点に分かれていた。 A区は隣接地で香取郡市文化財センターによって竪穴住居跡が調査されているが．今

回の調査地はその南斜面部であったが，遺構等の検出は無かった。 B区では，竪穴住居と思われる落ち込みとそ

れと切り合った土坑が検出された。
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